
毎
年
5
月
5
日
の
子
供
の
日
、
大
分
県
玖
珠

町
を
会
場
に
日
本
童
話
祭
が
開
か
れ
る
。
同
町

出
身
の
「
日
本
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
」
久
留
島
武
彦

が
口
演
童
話
を
始
め
て
50
年
を
記
念
し
昭
和
25

年
に
始
ま
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
契
機
を
作
っ
た

の
は
北
九
州
市
の
詩
人
、
童
話
作
家
、
さ
ら
に

は
到
津
遊
園
の
園
長
等
と
し
て
子
供
た
ち
を
導

い
た
阿
南
哲
朗
。
彼
を
始
め
と
し
て
大
正
か
ら

昭
和
、
さ
ら
に
現
代
ま
で
多
く
の
仲
間
、
後
継

が
北
九
州
を
児
童
文
化
の
地
に
育
て
た
。

阿
南
哲
朗
は
１
９
０
３
年
（
明
治
36
）
1
月
、

大
分
県
竹
田
市
で
出
生
、
本
名
竹
千
代
。
4
歳

の
時
、
小
倉
に
転
居
し
幼
少
期
か
ら
詩
や
童
話

を
愛
好
。
１
９
２
０
年
九
州
電
気
軌
道
（
西
鉄

の
前
身
。
略
称
：
九
軌
）
に
入
社
し
て
4
年
後

に
は
文
芸
雑
誌
「
揺
籃
」
を
創
刊
。
１
９
３
２

年
（
昭
和
７
）、
九
軌
が
創
立
25
周
年
で
到
津

遊
園
を
開
園
し
阿
南
は
企
画
係
長
と
し
て
行
楽

客
誘
致
だ
け
で
な
く
動
物
と
触
れ
合
え
る
施
設

と
し
て
の
整
備
や
、
１
９
３
７
（
昭
和
12
）
夏

季
林
間
学
園
の
開
設
な
ど
を
担
っ
た
。

到
津
遊
園・桃
太
郎
像
波
乱

当
時
の
九
軌
社
長
が
久
留
島
武
彦
と
大
分
時

代
の
竹
馬
の
友
だ
っ
た
村
上
巧
児
（
後
、
西
鉄

初
代
社
長
）。
久
留
島
を
林
間
学
園
長
に
招
き
、

久
留
島
は
翌
１
９
３
８
年
、
到
津
遊
園
に
桃
太

郎
像
設
置
を
提
唱
し
た
。
犬
、
猿
、
キ
ジ
と
力

を
合
わ
せ
て
鬼
ヶ
島
に
行
っ
た
桃
太
郎
か
ら
「
あ

い
助
け
、
あ
い
支
え
、
違
い
を
認
め
合
う
」
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ぶ
も
の
。

こ
の
像
を
巡
っ
て
は
後
年
、
波
乱
が
続
い
た
。

米
英
等
と
の
第
2
次
大
戦
で
銃
砲
な
ど
へ
の
金

属
供
出
が
求
め
ら
れ
、
銅
製
の
桃
太
郎
像
も
国

に
よ
り
没
収
さ
れ
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
で
阿
南

が
回
収
に
来
た
作
業
員
に
「
像
は
全
国
の
子
供

た
ち
の
寄
金
で
出
来
た
も
の
。
子
供
達
の
手
で

降
ろ
し
た
い
」
と
訴
え
て
退
去
さ
せ
た
。
戦
後
、

今
度
は
駐
留
米
軍
が
「
像
は
日
本
の
戦
争
を
鼓

舞
し
た
も
の
だ
」
と
し
て
破
壊
し
よ
う
と
し
た

こ
と
か
ら
暗
夜
、
引
き
下
ろ
し
て
倉
庫
に
隠
し
、

昭
和
25
年
に
玖
珠
町
に
童
話
碑
が
建
立
さ
れ
る

の
を
機
会
に
、
同
町
に
運
び
寄
贈
し
た
。
こ
の
一

連
の
こ
と
は
阿
南
自
身
が
昭
和
44
年
8
月
の
読

売
新
聞
コ
ラ
ム
で
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
童
話
碑
も
阿
南
が
久
留
島
に
「
あ
な
た

が
口
演
童
話
を
始
め
て
50
年
。
記
念
に
郷
里
に

碑
を
建
て
ま
せ
ん
か
」
と
提
案
し
て
出
来
た
も
の
。

桃
太
郎
像
は
そ
の
碑
を
見
守
る
役
割
も
背
負
わ

せ
て
送
り
出
し
た
。
今
、
玖
珠
町
の
旧
森
藩
主

邸
跡
の
三
島
公
園
の
童
話
碑
の
そ
ば
に
立
ち
、

子
供
た
ち
を
見
守
っ
て
い
る
。

像
は
久
留
島
の
提
案
で
大
正
13
年
（
１
９
２

４
）、
旧
制
大
分
中
学
時
代
の
同
級
生
、
彫
刻

家
渡
辺
長お
さ
お男
（
朝
倉
文
夫
氏
の
兄
）
の
原
作
。

計
３
体
造
ら
れ
た
が
神
戸
の
林
間
学
校
や
奈
良

の
遊
園
地
に
置
か
れ
た
他
の
２
体
は
戦
時
の
供

出
で
溶
か
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

阿
南
と
久
留
島
と
の
交
流
は
こ
れ
ら
の
動
乱

の
前
、大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
に
遡
る
。
当
時
、

子
供
達
に
仏
教
の
日
曜
学
校
で
踊
り
や
童
話
な

ど
を
教
え
て
い
た
小
倉
・
西
蓮
寺
の
住
職
黒
田

晴
嵐
（
１
８
９
９
～
１
９
４
５
）
と
と
も
に
大

正
15
年
小
倉
児
童
芸
術
協
会
を
結
成
、
発
会
式

に
久
留
島
武
彦
を
招
い
て
講
演
し
て
も
ら
っ
た
の

が
始
ま
り
。
阿
南
は
後
、「
俳
人
の
橋
本
多
佳
子
、

杉
田
久
女
ら
も
協
会
世
話
役
に
な
っ
て
支
え
、

こ
の
縁
で
橋
本
の
住
宅
・
櫓
山
荘
（
小
倉
北
区

中
井
）
は
野
口
雨
情
ら
文
人
、
画
家
ら
の
サ
ロ

ン
に
な
っ
て
い
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

林
間
学
園
開
設
　 

今
に
続
く

到
津
遊
園
は
児
童
文
化
を
発
信
す
る
こ
と
に

よ
り
沿
線
住
民
の
福
祉
に
貢
献
す
る
と
い
う
理

念
で
開
園
。
翌
１
９
３
３
年
に
動
物
園
も
開
き
、

ま
た
子
供
ホ
ー
ル
の
建
設
、
音
楽
、
劇
、
児
童

舞
踊
の
公
演
な
ど
様
々
な
催
し
を
展
開
し
た
。

そ
し
て
阿
南
、
黒
田
の
発
起
に
よ
っ
て
、
昭
和

12
年
（
１
９
３
７
）
久
留
島
武
彦
を
迎
え
て
芸

術
教
育
夏
季
林
間
学
園
（
現
・
林
間
学
園
）
を

開
い
た
。
北
九
州
市
立
大
学
講
師
で
絵
本
「
も

も
た
ろ
う
か
ら
の
て
が
み
」
作
者
原
賀
い
ず
み
さ

ん
（
61
）
は
到
津
遊
園
研
究
論
文
で
、「
阿
南

氏
は
久
留
島
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
自
然

に
親
し
ま
せ
る
た
め
に
林
間
学
園
を
や
っ
た
ら

ど
う
か
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。
彼
は
、
林
間

学
園
創
設
プ
ラ
ン
は
親
友
の
黒
田
が
創
設
者
と

記
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

そ
の
林
間
学
園
は
昭
和
35
年
6
月
（
１
９
６

０
）
の
久
留
島
没
後
は
阿
南
が
学
園
長
に
、
さ

ら
に
昭
和
54
年
（
１
９
７
９
）
8
月
の
阿
南
没

後
は
彼
ら
を
支
え
、
ま
た
後
継
し
た
螻
川
内
満
、

古
村
覚
、
本
村
義
雄
、
森
友
忠
生
氏
ら
が
そ
の

使
命
を
受
け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
て
き
た
。

到
津
遊
園
は
西
鉄
の
経
営
悪
化
で
平
成
12
年

（
２
０
０
０
）
に
閉
鎖
し
た
。
し
か
し
存
続
を
願

う
多
く
の
市
民
の
声
で
同
14
年
4
月
、
北
九
州

市
都
市
整
備
公
社
運
営
で
「
到
津
の
森
公
園
」

と
し
て
再
開
、
林
間
学
園
も
続
い
て
い
る
。

原
賀
さ
ん
は
言
う
。「
阿
南
さ
ん
を
は
じ
め
久

留
島
、
村
上
さ
ん
も
大
分
の
人
だ
け
ど
阿
南
さ

ん
は
北
九
州
に
育
て
ら
れ
、
皆
さ
ん
が
こ
こ
北

九
州
に
児
童
文
化
の
拠
点
を
作
ろ
う
と
し
た
。

そ
れ
を
今
後
に
つ
な
げ
て
行
く
た
め
に
も
、
も
う

一
度
そ
の
功
績
を
見
直
す
こ
と
も
大
切
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
。シ

ニ
ア
ス
タ
ッ
フ　

村
田
和
夫

今
回
の
歴
史
文
化
塾
は
感
染
予
防
の
た
め

中
止
致
し
ま
す
。

阿南哲朗の提唱で出来た
三島公園の童話碑

阿南哲朗氏
（北九州市立文学館所蔵）

北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
　
第
四
十
三
回

阿
南
、久
留
島
ら
と

北
九
州
児
童
文
化

玖珠町三島公園の桃太郎像。到津遊園に立ってから83年、
場所は変わっても今なお子供たちを見守り続ける。


